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シンガポール・テレコム（STEL） 
2021年初よりユエン新ＣＥＯが就任予定。5G通信サービスと

共に、デジタル銀行ほか最優先課題のデジタル事業進展へ 
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 2021/3期1Q（4-6月）は、営業収益が前年同期比12.7％減、EBITDAが同

23.1％減だったが、海外地域関連会社の税引き前利益が同7.5％増。 

 コロナ禍を受けた国境封鎖で海外旅行が減り、ローミング収入が激

減。出資先のインド・エアテル社に係る特別損失が拡大した。 

 2021 年初よりユエン新 CEO が就任予定。5G 通信サービスの普及とと

もに、デジタル銀行設立に向けた投資など最優先課題であるデジタル

事業の進展に伴う新たな成長の契機になると期待される。 

What is the news？ 

8/17発表の2021/3期1Q（4-6月）は、営業収益が前年同期比12.7％減の

35.43億SGD、EBITDAが同23.1％減の8.97億SGD、海外地域関連会社を除く

EBIT（利払い・税引き前利益）が同51.2％減の2.62億SGD、新型コロナウ

イルスを受けた国境封鎖で海外旅行が減り、ローミング（相互接続）収

入が激減したことが減収に響いたほか、利益面ではインドの最高裁の決

定に応じた免許料の追加支払いに係る出資先のエアテル社の特別損失が

前年同期の▲3,400万SGDから▲3.64億SGDへ赤字拡大。その一方、海外地

域関連会社の税引き前利益が同7.5％増の3.73億SGDだった。 

海外地域関連会社の業績を除くセグメント別の業績は以下の通り。①

オーストラリアの消費者グループは、営業収益が前年同期比13.3％減、

EBITが同82.1％減。子会社のオプタスにおけるデータ通信料金値下げが響

いた。②シンガポールの消費者グループは、営業収益が同21.6％減、EBIT

が同20.1％減。4-6月の厳しい外出制限が続き、通信機器の販売も低迷し

た。③全社エンタープライズ事業は、営業収益が同4.5％減、EBITが同

26.6％減。④全社デジタルライフ事業は、営業収益が同49.2％減、EBITが

前年同期の▲3,200万SGDから▲4,100万SGDへ赤字拡大。企業が広告投資

を絞ったことや動画配信のHOOQを清算したことが響いた。 

How do we view this？  

同社はシンガポール取引所の規制変更に伴い四半期決算の発表を取り

やめたが「事業報告」という形で一部を開示するなか、コロナ禍の影響

が不透明であることから通期会社業績予想を非公表としている。 

10/1、最高デジタル責任者のユエン・クアンムン氏が2021年初よりCEO

に就任することが発表された。同社はシンガポール政府より5G通信の事

業免許を交付され、2021年1月からサービスを開始し、22年末までに国土

の50％、25年末までに全国に普及させる計画であり、最優先課題である

デジタル事業への取組みが注目される。ユエン氏は記者会見で「コロナ

禍におけるデジタル化の加速が新たな商機を生んでいる」と述べ、デジ

タル銀行の設立に向けて適切に投資する旨を表明。新CEO就任が5G通信

の下でのデジタル化に伴う新たな成長の契機になると期待されよう。 
 

 

 

業績推移 ※参考レート　1SGD=77.00円

事業年度 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3F 2022/3F

売上高（百万SGD） 17,268 17,371 16,542 15,311 15,604

当期利益（百万SGD） 5,473 3,094 1,074 2,111 2,531

EPS（SGD） 0.33 0.19 0.07 0.13 0.16

PER（倍） 6.42 11.16 30.29 15.82 13.25

BPS（SGD） 1.82 1.83 1.64 1.66 1.71

PBR（倍） 1.16 1.16 1.29 1.28 1.24

配当（SGD） 0.18 0.18 0.18 0.11 0.13

配当利回り（%） 8.49 8.49 8.49 5.19 6.13

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 0.11 （予想はBloomberg）

終値（SGD） 2.12

会社概要

企業データ（2020/10/27）

ベータ値

時価総額（百万SGD）

企業価値=EV（百万SGD）

3ヵ月平均売買代金（百万SGD）

主要株主（2020/10）     （％）

1.ﾃﾏｾｸ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 52.51

2.ﾌﾞﾗｯｸﾛｯｸ 1.73

3.VANGUARD GROUP 1.65
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シンガポール最大、アジアでトップクラスの通信会社

で創業から約140年の歴史を有する。固定電話、携帯、

データ通信、インターネット、テレビ、インフォコム・テクノ

ロジー（通信関連技術）やデジタル・ソリューションなどの

サービスを提供している。主力の事業エリアはシンガ

ポールとオーストラリアである。

同社の事業セグメントは、主に、①「シンガポール消費

者事業」、②子会社オプタス（現地市場シェア2位）を通じ

て展開する「オーストラリア消費者事業」、③企業向けの

インフラストラクチャおよびテクノロジーサービスを展開

する「全社エンタープライズ事業」、④「全社デジタルライ

フ事業」に分かれる。その他に、⑤戦略的に重要な「海外

の地域関連会社」群として、インド・南アフリカ・アフリカで

展開するバーティ・エアテル（インドで同1位） 、インドネシ

ア最大手テレコムニカシ・インドネシア（TLKM）の携帯子

会社Telkomsel（現地で同1位）、タイ首位のアドバンスト・

インフォ・サービス（ADVANC）、フィリピンのGlobe（現地

で同2位）を擁し、21ヵ国で7億人以上のモバイル顧客を

カバーしている。

0.84

34,455

47,270

56.2

                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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